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プレスリリース 

平 成 3 1 年 ３ 月 15 日 

内 閣 府

政策統括官（科学技術・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ担当）  

ムーンショット型研究開発制度に係る

ビジョナリー会議の開催等のお知らせ

破壊的イノベーションの創出を目指し、世界各国が挑戦的な研究開発投資を拡大する中、

総合科学技術・イノベーション会議（以下「CSTI」という。）では、従来技術の延長にない、

より大胆な発想に基づく挑戦的な研究開発を推進することとし、平成３０年度２次補正予算

において総額１，０００億円の関係予算を措置したところです（別添資料を参照）。

 本制度では、未来社会を展望し、困難だが実現すれば大きなインパクトが期待される社会

課題等を対象として、国が野心的な目標（以下、「ムーンショット目標」という。）を掲げ、そ

の達成に向けた斬新かつ挑戦的な研究アイデアを国内外の研究者等から広く募集することと

します。

 つきましては、今般、下記のとおり、ムーンショット目標の設定に向けた有識者会議（以

下、「ビジョナリー会議」という。）を設置し、平成 31年３月 29日（金）から検討を開始す

るとともに、最先端技術を応用して解決を目指すべき未来の社会課題等に関し、平成 31年３

月 15日（金）から一般からの提案やアイデア等を募集します。また、平成 31年４月５日(金)

には、提案・アイデア公募に関する説明会を開催いたします。

記

１ ムーンショット型研究開発制度に係るビジョナリー会議の開催

 開  催 日 時：平成 31年３月 29日（金）15：40 ～ 17：00 

 場  所：中央合同庁舎８号館１階講堂（〒100-8914 千代田区永田町１－６－１） 

 委  員：別紙１を参照

議 題 （予 定）：ムーンショット型研究開発制度の進め方及び目標について

一般傍聴者の受付：

傍聴を希望される方は、３月 22（金）12：00までに、氏名、所属、連絡先（電話、

メールアドレス）等を受付フォーム（https://form.cao.go.jp/cstp/opinion-0387.html）

にて御連絡ください。席に限りがありますので、希望が多い場合は、抽選とさせていた

だきます（抽選方法は、当方に一任いただきます。）。傍聴を御遠慮いただく場合に限

り、３月 26日（火）17：00頃までに連絡させていただきます。

なお、庁舎管理等の観点から、傍聴者は、開催案内（本紙）及び身分証明書等を持参

永田クラブ、経済研究会、文部科学記者会、科学記者会、経済産業記者会へ貼り出し 
参考３
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してください。 

報道関係傍聴者受付： 

傍聴を希望される方は、３月 22日（金）12：00までに、氏名、所属、連絡先（電

話、メールアドレス）等を受付フォーム（https://form.cao.go.jp/cstp/opinion-

0387.html）にて必ず御連絡ください。傍聴は、原則として１社につき１名とさせていた

だきます。 

なお、庁舎管理等の観点から、傍聴者は、身分証明書等を持参するとともに、社名腕章

等を着用してください（撮影については、会議冒頭のみとさせていただきます。）。 
 

２ ムーンショット型研究開発制度に関する提案・アイデア公募 

 募集期間：平成 31年３月 15 日（金）～ ４月 15日（月）17：00まで 

 募集内容：本制度では、従来技術の延長にない、より大胆な発想に基づく挑戦的な研究開

発を推進するため、困難だが実現すれば大きなインパクトが期待される社会課題

等を対象として、国が野心的な目標（ムーンショット目標）を掲げることとして

います。 

      ついては、本募集では、国がこのムーンショット目標を設定するに当たり、一

般の方々が解決を期待する社会課題やその際に実現すべき未来像（応募フォーム

記入欄 1-2）をご提案いただくものです。また、それら実現可能性を示す研究開発

アイデア（任意：応募フォーム記入欄 1-3）がございましたら、合わせてご提案願

います。 

応募方法：インターネットからの御提出  

（https://form.cao.go.jp/cstp/opinion-0384.html）から入力・応募下さい。 

活用方法：上記ビジョナリー会議における検討素材とするため、公開欄に御記入いただい

た情報は予告なく公開される場合があることに御留意ください。 

 

【応募に当たっての注意事項】 

・記載情報は、本制度の運用主体である内閣府、文部科学省、経済産業省、国立研究開発

法人科学技術振興機構及び国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構が情

報を共有し、とりまとめ結果等をビジョナリー会議等に報告することとします。 

・本募集では、職業と年齢層、性別によってどのような社会課題に関心があるか、どのよ

うな研究開発アイデアがあるかを分析する目的で今後の広報活動の参考にする目的で、

職業と年齢層、性別の情報を収集します。本情報から個人を特定することはできません。 

・お寄せいただいた個人情報につきましては、行政機関の保有する個人情報の保護に関

する法律（平成１５年法律第５８号）に基づき、適正な管理を行います。・応募内容に

関する個別のお問合せには、応じられません。 

・その他、施策一般に関する御意見等は、本募集の対象とはなりません。 
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３ 「ムーンショット型研究開発制度に関する提案・アイデア公募」に関する説明会 

（別紙３参照） 

開催日時：平成 31年４月５日（金） 

第一部：13：00 ～ 14：30 

第二部：15：30 ～ 17：00 

 場  所：国立研究開発法人科学技術振興機構 別館 １階ホール 

（〒102-0076 千代田区五番町７K's 五番町） 

 定  員：100 名 

参加申込： 

参加を希望される方は、４月３日（水）12：00までに、氏名、所属、連絡先（電

話、メールアドレス）等を受付フォーム（https://form.cao.go.jp/cstp/opinion-

0388.html）にて必ず御連絡ください。 

なお、参加申し込みが定員になった場合、締め切り日時を待たずに参加受付は締め切

らせていただきます。 
 

 
 （問い合わせ先） 

政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付 
革新的研究開発推進プログラム担当室 塚本 
電話：03-6257-1339 
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「ムーンショット型研究開発制度」ビジョナリー会議構成員 

(敬称略、五十音順) 

 

江田 麻季子 世界経済フォーラム 日本代表 

 

落合 陽一 メディアアーティスト 

 

尾崎マリサ優美 アーティスト 
(スプツニ子！) 東京大学 特任准教授 

 

北野 宏明 ｿﾆｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ研究所 代表取締役社長、所長 

 

小林 喜光 経済同友会 代表幹事 
 株式会社三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ取締役会長 

 

西口 尚宏 一般社団法人 Japan Innovation Network  
専務理事 

 

藤井 太洋 SF作家 

 

このほか、上記有識者（コアメンバー）による議論を産業界や専門

家の視点、国際的な議論の広がり等の観点から側面支援いただくサポ

ーターを随時、追加委嘱する予定。

（別紙１） 
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（別紙２） 



6 
 

 



7 
 

 
  



8 
 

  



9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（別紙３） 
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